
第70号
平成31年
4月15日

社会福祉法人　美郷町社会福祉協議会
☎0187-85-2294  　0187-85-2291 
印刷・株式会社アイ・クリエイト

編集発行

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

　3月18日（月）みさと福祉センターにて、美郷町ボランティア連絡協議会主催のボランティア会
員研修会が行われ、１３０名の会員が参加しました。
　講師に藤原まり氏を迎え「笑える昔語～思いをこめて」という演題で昔語りを数話、昔語りのほか
に手話・オカリナ演奏・替え歌を披露、最後は長持ち唄で締めてくれました。
　笑いを織り交ぜた巧みな話術と伸びやかな歌声に引き込まれた９０分でした。

昔語りを披露する藤原さん

満員の会場
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3
月
18
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
理
事
会

で
同
意
を
得
た
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

二
〇
一
九
年
度
資
金
収
支
予
算
が
、
3
月

26
日
（
火
）
の
評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

社
協
を
取
巻
く
財
政
状
況
は
、
年
々
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
の

段
階
で
事
業
の
必
要
性
、
予
算
に
無
駄
が

な
い
か
十
分
に
精
査
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
く
社
協
会

費
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
な
ど
の
財
源
を

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
「
地
域
福
祉

力
の
向
上
」
を
基
本
理
念
と
し
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
に
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

※
予
算
は
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【基本理念】地域福祉力の向上

◆ 基本目標
⒈ セルフケアの推進

（ひとづくり）
【自助】

◆地域福祉を支える
ひとづくり

・福祉座談会
・地域福祉大会
・福祉教育活動推進事業

◆住民参加ふれあい支援
・地域住民グループ支援事業
・単身老人日帰り旅行
・生きがい活動支援通所事業

　　他

◆ 基本目標
⒉ 地域包括ケアの推進

（拠点づくり）
【互助】【共助】

◆安心な暮らしを支える
体制づくり

・総合相談事業
・日常生活自立支援事業
・福祉あんしん電話事業
・配食サービス事業
・一斉除排雪活動事業
・資金貸付事業
・介護用品支給事業
・居宅介護支援事業
・訪問介護、訪問入浴介護事業
・障がい者福祉事業
・相談支援事業
（障がい者・障がい児）
・デイサービス事業

他

◆地域福祉トータルケア
推進事業の強化

・トータルケア推進事業
・生活支援コーディネーター事業
・まめだ屋運営事業

他

◆ 基本目標
⒊ 地域共生社会の推進
（ネットワークづくり）

【互助】【共助】【公助】

◆ともに支えあう地域づくり
・ネットワーク活動の推進
・在宅介護支援センター

（千畑地区）
・ボランティアセンター

運営事業
・みさと福祉センターの

管理、運営

◆組織財政基盤の整備
・理事会、評議員会、監事会
・福祉委員会議
・共同募金会事業への協力

他

社会福祉大会

サマースクール

福祉座談会

生きがい活動支援通所事業 健康体操

2019年度　事業計画体系図
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平成31年度（２０１９年度）資金収支予算

法人運営事業
71,704 千円

（地域福祉活動や組織運営費）

介護サービス事業
75,796 千円

（介護保険・障害サービス提供経費）

受託事業
36,153 千円
（町受託事業経費）

資金貸付事業
1,547 千円

（貸付金や運営経費）

共同募金配分金事業
5,521 千円

（共同募金配分金による事業費）

地域福祉センター整備事業
39,162 千円

（福祉センター屋根防水改修工事）

地域福祉センター整備事業
39,162 千円

（福祉センター屋根防水改修工事）

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

会費収入 5,902 千円

寄付金収入 182 千円

経常経費補助金収入
   67,094 千円

受託金収入
22,764 千円

貸付事業収入
1,000 千円

事業収入 1,647 千円

介護保険事業収入
83,905 千円 

障害福祉サービス等
事業収入
 4,676 千円

施設整備等補助金収入
21,662 千円

積立資産取崩収入
18,910 千円

前期末支払資金残高 1,782 千円
その他の収入 359 千円

収入の部
229,883千円

支出の部
229,883千円

福祉座談会

単身老人日帰り旅行

まめだ屋夏祭り

健康講話
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一斉除排雪活動事業報告
　
こ
の
事
業
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
な

ど
、
自
力
で
の
除
雪
作
業
が
困
難
な
世
帯
を

対
象
に
行
っ
て
お
り
、
毎
年
美
郷
中
学
校
・

六
郷
高
等
学
校
の
生
徒
と
町
内
の
企
業
・

福
祉
施
設
・
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

1
回
目
の
1
月
23
日
（
水
）
は
47
世
帯
へ

訪
問
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
活
動
し
訪
問
先

の
方
々
か
ら
は
、
感
謝
と
労
い
の
声
を
多
数

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
回
目
の
２
月
13
日
（
水
）
は
、
積
雪
不
足

の
た
め
残
念
な
が
ら
、
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
雪
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
自
分
で
除
雪
作
業
が
困
難
な
方

は
、
雪
は
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
斉

除
排
雪
活
動
は
一
時
的
な
も
の
で
す
。「
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
継

続
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
か

け
や
見
守
り
、
支

え
合
い
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

今
後
も
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

・美郷中学校
・六郷高等学校
・美郷町民生児童委員協議会
・美郷町老人クラブ連合会
・美郷町消防団
・美郷町職員労働組合
・美郷町ボランティア連絡協議会
・秋田おばこ農業協同組合
・秋田おばこ農業協同組合 青年部仙南支部
・美郷町千畑建設技能組合
・秋田建築労働組合 大仙・美郷支部
　中央建設国保組合 大仙・美郷出張所
・㈱サンスカイ
・サセイペイント工業
・秋田昭和産業㈱
・イオンスーパーセンター美郷店
・特別養護老人ホームロートピア仙南
・特別養護老人ホームロートピア緑泉

協力学校・団体・企業

　2月13日（水）は上記協力学校・団体・企業の他に、個人ボランティア・みさとマーク㈱・美郷町
仙南建設技能組合・東北電力㈱大曲営業所のみなさんにも、ご協力いただく予定でした。積雪不足
で中止となりましたが、皆さんのご協力で事業を進める事ができました。本当にありがとうござい
ました。

月　日 地　区 訪問世帯 協力団体 協力人数

1月23日㈬
千　畑 18 12 129
六　郷 13 11 133
仙　南 16 18 135

2月13日㈬ 積雪不足のため中止
合　計 47 41 397

※敬称略
・美郷町建設業協会

・はりま建設㈱
・大和建設㈱
・㈱マルコ産業
・㈲高橋造園土木
・㈱小田島工務店
・木村建設㈱
・シブヤ建設工業㈱
・㈱小貫建設
・福田建設㈱
・㈱佐藤土工
・鶴谷産業㈱

・㈱ＴＷＩＮ・Ｓ
・湧水の郷
・水交会後三年鴻声の里
・美郷町社会福祉協議会



集会室・会議室利用について
　みさと福祉センターの利用料金は下記のとおりです。総会・会議・研修などに是非ご利用
ください。

事業終了のお知らせ
　「介護者交流事業」「出張理容補助券の交付」「お元気ハガキ事業」は平成30年度をもち
まして終了させていただきます。この事業に長年ご協力頂いた美郷町理容組合のみなさん、
毎年心のこもったハガキを書いてくれた町内幼稚園、学校の児童・生徒のみなさんに感謝い
たします。本当にありがとうございました。

地域住民活動グループ
《ふれあいサロン》実施地区受付中

　《ふれあいサロン》は、地域の高齢者を対象に集落会館等に
集い健康づくりや孤立感の解消等をし一日を楽しく、自由に過
ごしてもらうことを目的としています。会では実施地区に助成
金として年間２万円を交付しています。 
　申し込み期限は６月末となっています。新たに始めたい地区
や詳しく内容を聞きたい方はお気軽にお問い合わせください。

ふれあい相談所のご案内
　社会福祉協議会では、日常生活の様々な相談に応じ住民生活の安定を図るための総合相談
事業を行っています。

相談日時	 毎週水曜日（祭日は休み）　午前９時30分～12時
相談場所	 みさと福祉センター　相談室

　○相談員が親身に対応します。　　　　　○関係機関への橋渡しや助言をします。
　○電話相談や匿名での相談もできます。　○相談内容の秘密は厳守されます。
　○費用はかかりません。
　○法律相談の場合は必要に応じて顧問弁護士を紹介します。（初回30分無料）

区　　分 会議室 集会室１ 集会室２ 集会室全
4月・5月
6月・10月

9：00～17：00 200 200 200 400
 17：00～21：00 300 300 300 600

上記以外
（冷暖房費込）

9：00～17：00 300 300 300 600
 17：00～21：00 450 450 450 900

摘　要
・使用時間は準備、後片付けを含みます。
・営利を目的とした興行、販売等の場合は3倍額を徴収します。

※社会福祉協議会の団体会員および法人会員は今年度の使用料が免除になります。
※団体会員～年間　5,000円以上の会費を納めていただいた団体。
※法人会員～年間	10,000円以上の会費を納めていただいた法人。

○会場使用料金表（１時間あたり）

美郷町社会福祉協議会（みさと福祉センター）
ＴＥＬ. ０１８７-８５-２２９４　ＦＡＸ. ０１８７-８５-２２９１

問合せ先

ふれあいサロンで行われた
健康体操の様子
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〝介 護 サ ー ビ ス 〟
〝生きがい活動支援通所事業〟の紹介

社会福祉協議会
　社会福祉協議会では、在宅で生活
している高齢者や寝たきり、認知
症、障がいを抱えている方の、ご家
族・介護者の悩みに対して相談やサ
ービスを提供しています。

介護支援専門員が次の業務を行います。
・要介護認定申請の代行
・ケアプランの作成
・介護施設等の紹介
・介護サービス事業所との
　連絡調整
・介護に関する相談受付　他

居宅介護支援事業
・相談支援専門員が本人、ご家族の意向
を伺いながら自立した生活を送れるよ
う、ひとりひとりに
応じた障がいサービ
ス等利用計画書の作
成をします。

障がい者福祉事業・相談支援事業

・寝たきりなどで自
宅入浴が困難な方
に対し移動入浴車
で看護師、介助員
が自宅を訪問し居
室内で入浴介助を
行います。

訪問入浴介護事業
・訪問介護員が自宅を訪問し身体介護、
生活援助（調理、掃除、買物等）のお
手伝いをします。

・住み慣れた自宅で安
心して生活ができる
よう適切なサービス
を提供します。

訪問介護事業

・介護保険の申請をしておらず、仲間と楽しく過ごしてみたいと
いう方は、生きがい活動支援通所事業に参加してみませんか。

	 雁の里老人福祉センター（湯とぴあ）とみさと福祉センター
の２ヵ所で行っています。

・自宅までの送迎、入浴、食事、レクリエーションなどを行い
ます。

生きがい活動支援通所事業（デイサービス事業）

美郷町介護事業所（美郷町社会福祉協議会内）
ＴＥＬ. ０１８７－８７－６１２８　ＦＡＸ. ０１８７－８７－６６８０

美郷町社会福祉協議会
ＴＥＬ. ０１８７－８５－２２９４　ＦＡＸ. ０１８７－８５－２２９１

＊介護に関するお問い合わせ ＊生きがい活動支援通所事業に関するお問い合わせ

福 祉 だ よ り第70号 （6）



男
（
名
）
女
（
名
）
計
（
名
）

一
期
生

10

25

35

二
期
生

10

22

32

三
期
生

11

13

24

四
期
生

9

21

30

五
期
生

10

16

26

六
期
生

9

11

20

七
期
生

12

19

31

八
期
生

13

18

31

九
期
生

7

16

23

十
期
生

6

16

22

十
一
期
生

7

16

23

十
二
期
生

2

14

16

十
三
期
生

6

15

21

十
四
期
生

3

16

19

合
　
計

115

238

353
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【
福
祉
科
年
間
行
事
予
定
】

4
月 

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅰ

 

（
展
開
実
習
）

5
月 

福
祉
科
一
五
期
生
宣
誓
式

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

6
月　

 

第
一
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

 

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅱ

 

（
応
用
実
習
）

 

六
郷
高
校
文
化
祭
「
笹
竹
祭
」

 

福
祉
科
展
・
六
高
カ
フ
ェ・

福
祉
科
食
堂

7
月 

介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会

 

各
施
設
夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

 

福
祉
科
三
年
生
集
中
実
習

 

中
学
生
体
験
入
学

8
月 

福
祉
科
二
年
生
集
中
実
習

10
月 

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ

 

（
基
礎
・
展
開
）

 

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
開
講

 

福
祉
科
三
年
生
実
習
報
告
会

12
月 

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ
終
了

1
月 

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

 

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
修
了

2
月 
第
二
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

3
月 
卒
業
式

  
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
発
表

◇
美
郷
町
内
小
学
校
体
験
学
習   

◇
大
曲
支
援
学
校
交
流
会

【
福
祉
科
へ
進
む
に
あ
た
っ
て 

】

◇
二
年
生
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
難
し
く

な
る
授
業
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
授
業
に
集
中
し
て
、

内
容
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
ノ
ー
ト
を
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
て
完
璧
に
覚
え
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

（
越
中
碧あ

海み

）

◇
福
祉
科
に
進
ん
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、

福
祉
や
介
護
技
術
に
対
す
る
知
識
を
深
め

る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
人
の
生
活
を
支

え
る
仕
事
な
の
で
、
間
違
え
ず
に
し
っ
か

り
と
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

（
髙
橋
健け
ん
人と

）

◇
い
よ
い
よ
本
格
的
に
専
門
的
な
福
祉
の
授

業
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
内
容
よ

り
さ
ら
に
難
し
く
な
る
の
で
、
真
剣
に
取

り
組
み
介
護
福
祉
士
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

（
髙
橋
涼す
ず
葉は

）

◇
予
習
、
復
習
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
授
業
や
介
護
実
習
で
の
メ
モ
が
本
当

に
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
二
年
生
に

な
っ
て
か
ら
は
、
メ
モ
を
取
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
授
業
に
集
中
し
て
自
分
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

（
佐
藤
流り
ゆ
う

音と

）

◇
福
祉
科
目
を
学
び
は
じ
め
て
、
改
め
て
そ

の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
内
容
が
難
し
く
な
る
の
で
、
話
を

き
ち
ん
と
聞
い
て
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
残
さ
ず
確
認
し
て
確
実
に
理
解
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

 
 

 

（
本
間
太た

一い
ち
）

病
　
院

　
初
富
保
健
病
院	

（
千
葉
県
）

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
ふ
ぁ
い
ん	

（
大
仙
市
）

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
あ
ん
り	

（
大
仙
市
）

　
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア	

（
秋
田
市
）

《
一
般
就
職
》

　
株
式
会
社
リ
サ
イ
ク
ル
蔵	

（
大
仙
市
）

《
進
　
学
》

　
東
北
福
祉
大
学	

（
宮
城
県
）

　
日
ざ
し
の
や
わ
ら
か
さ
に
待
ち
か
ね
た

春
の
訪
れ
を
確
か
に
感
じ
る
こ
ろ
と
な
り

福
祉
科
十
四
期
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

先
で
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
福
祉
科
は
、
地
域
の
み
な
さ

ま
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら「
優

し
さ
の
力
」
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

福
祉
科
第
十
四
期
生

  

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
結
果

六
郷
高
校
合
格
率 

９
４・７
％

全
国
総
受
験
者
合
格
率 

７
３・７
％			

  【
福
祉
科
進
路
状
況
】

  《
福
祉
関
係
》

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
六
郷
仙
南
福
祉
会	

（
美
郷
町
）

　
大
仙
ふ
く
し
会	

（
大
仙
市
）

　
県
南
ふ
く
し
会	

（
大
仙
市
）

　
あ
け
と
お
り
会	

（
大
仙
市
）

　
相
和
会	

（
横
手
市
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス	

（
横
手
市
）

　
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会		（
仙
北
市
）

　
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会		（
横
手
市
）

　
グ
ラ
ン
ヴ
イ
ラ
牛
久	

（
茨
城
県
）

介
護
老
人
保
健
施
設

杏
授
苑	

（
美
郷
町
）

福
祉
科
卒
業
生



ハガキの作成を
無料で承ります
　美郷町社会福祉協議会では、香
典返し等のご寄付をいただいた場
合、忌明け・快気祝いハガキの作
成を無料で承ります。文面や枚数
についてご希望に応じますので、
必要な方はお申し付けください。

〈若者の居場所づくり〉まめだ屋活用事業 のお知らせです
＊相談したいけど、誰に相談したらいいのかな・・
＊仲間づくりをしたいけど、どこに行けばよいのかな・・
＊子どもの将来について相談したいけど・・
　不安や心配事を抱えている方は参加してみてください。
　　日　時　　毎月　第２・第４火曜日　午後２時～４時
　　場　所　　まめだ屋

※開催日が変更・休みになる場合もあります。下記までお問い合わせください。

ＮＰＯ法人まることびおら ☎︎０１８７‒６６‒１１０６
ＮＰＯ法人ＫＯＵ ☎︎０１８‒８５３‒４３６７問合せ先

●美郷町介護事業所
所　長 齊藤　　彰
居宅相談支援班
班　長 齊藤　　彰（兼務)
居宅介護支援
事業管理者 齊藤　　彰（兼務)
相談支援事業管理者
（上席主任） 高橋真由美
主　事 太田　美幸
介護支援専門員 加藤まさ子
介護支援専門員 渋谷　好美
介護支援専門員 草薙　満穂
介護支援専門員
相談支援専門員 橋本　教子（兼務)
介護支援専門員 加賀谷陽子
介護支援専門員 佐藤　　幸
相談支援専門員 福田　弘美（兼務)
介護サービス班
班　長 髙橋　和幸
訪問介護事業管理者
訪問入浴介護事業管理者 髙橋　和幸（兼務)
主　事 髙山　文美
サービス提供責任者 東海林光子
サービス提供責任者 加藤　一美
サービス提供責任者 福田　弘美
訪問介護員 森川登与子
訪問介護員 佐藤とよ子
訪問介護員 照井　 子
訪問介護員 高階　典子
介護職員 小松ひとみ
介護職員 坂本　孝子

福 祉 だ よ り第70号 （8）

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp
美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1
【ホームページ】	http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

（平成31年2月1日〜
平成31年3月31日受付分）

※受付順

　平成31年４月１日付け人事異動により、今年度の職員配置は次の
とおりとなりました。
　一年間よろしくお願いいたします。

みさと福祉センターの職員を紹介します

美郷町社会福祉協議会
事務局長 渋谷　真弓

●総務課
課　長 渋谷　真弓	(兼務)
班　長 小原真智子
上席主任 傳野　寛史
上席主任 盛岡　博美

●福祉課
課　長 髙橋由美子
地域福祉班
班　長 髙橋　文広
上席主任 小原　昭市
主　任 竹村裕美子
主　事 鷹觜　陽香
在宅福祉班
班　長 髙橋　文広	(兼務)
通所介護管理者 髙橋　文広	(兼務)
主　任 村田　　剛	
主　事 播摩　　俊	
看護職員 伊藤　照美	
援助員 小西　蓉子
援助員 佐藤　　繁
援助員 池田裕美子	
援助員 中田　京子	
栄養士 田口　人美	
調理員 髙橋真由美
調理員 鈴木明日香	
調理員 藤原美香子	

長い間
お疲れ様でした

■一般寄付
八卦	 伊藤　善尚	様
川原・谷地川	 藤田　常美	様
ＪＡ秋田おばこ六郷地区女性部
	 部長　畑山　逸子	様
うたとおどりの
美郷フェスティバル実行委員会	様
天神堂	 鈴木　諄一	様

　　　
■香典返し
　安城寺下	 樫尾龍太郎	様
　八卦	 伊藤　紀幸	様
　後三年	 久米　　均	様
　黒沢	 髙階　　敦	様
　元本堂南部	髙須賀健二朗	様
　大町	 播摩　　満	様
　大荒田	 高橋　俊介	様

■物品寄付
　佐野	
	 キッカワ宅配サービス	様
	 	 （乳製品・乳飲料）
※	この他、匿名でも多くのご寄付をいただい
ております。以上の方々より当協議会に善
意の金品をいただきました。

	 ご厚意に対し、心よりお礼申し上げます。

平成30年度  退職者

板谷　智子（総務課長）
木村　節男（福祉課長）
菊地千恵子（訪問介護員）
髙橋　札子（訪問介護員）
進藤きぬ子（介護職員）


